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は
じ
め
に

　

２
０
２
０
年
５
月
５
日
、
吉
村
洋
文
大
阪
府

知
事
は
、
意
気
揚
々
と
﹁
大
阪
モ
デ
ル
﹂
を
発

表
し
、
い
ち
早
く
経
済
活
動
再
開
に
力
点
を
置

く
こ
と
を
表
明
し
ま
し
た
。
こ
の
頃
か
ら
、
吉

村
人
気
は
、
高
ま
っ
て
い
き
ま
す
。
新
た
な
感

染
確
認
者
︵
陽
性
者
︶
が
そ
れ
ほ
ど
増
え
て
い

な
い
な
か
で
、
６
月
10
日
、
松
井
一
郎
大
阪
市

長
は
﹁
今
の
状
態
で
あ
れ
ば
、︵
大
阪
都
構
想

を
め
ぐ
る
住
民
投
票
を
︶
11
月
１
日
目
指
し
て

や
り
た
い
﹂
と
表
明
し
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
６
月
16
日
に
全
国
的
に
県
間
移

動
の
自
粛
要
請
が
解
除
さ
れ
る
と
と
も
に
、
大

阪
府
内
の
感
染
確
認
者
は
春
の
ピ
ー
ク
で
あ
る

４
月
９
日
の
92
人
を
は
る
か
に
超
え
、
と
う
と

う
８
月
７
日
に
は
過
去
最
高
の
２
５
５
人
を
記

録
す
る
に
至
り
ま
す
。
７
月
31
日
か
ら
８
月
７

日
ま
で
の
１
週
間
の
感
染
確
認
者
の
増
加
数
は

１
３
３
９
人
に
達
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
東
京

都
の
２
４
１
６
人
に
次
ぐ
も
の
で
す
。
８
月
28

日
時
点
の
感
染
確
認
者
数
は
合
計
８
３
３
９

人
、
死
亡
者
数
は
１
４
７
人
に
及
ん
で
い
ま

す
。

　

感
染
確
認
者
が
急
増
局
面
に
あ
っ
た
８
月
４

日
、
吉
村
知
事
、
松
井
市
長
と
も
出
席
し
て
、

異
様
な
記
者
会
見
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
机
の

上
に
、
う
が
い
薬
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
並
べ
て
、

﹁
ポ
ビ
ド
ン
ヨ
ー
ド
に
よ
る
う
が
い
薬
が
コ
ロ

ナ
に
効
く
﹂
と
、
科
学
的
に
立
証
も
さ
れ
て
い

な
い
話
を
意
気
揚
々
と
し
は
じ
め
た
の
で
す
。

そ
の
直
後
か
ら
、
薬
局
・
薬
店
の
買
占
め
、
転

売
、
さ
ら
に
う
が
い
薬
メ
ー
カ
ー
の
株
価
の
高

騰
、
医
療
現
場
で
の
消
毒
液
の
不
足
問
題
等
、

深
刻
な
事
態
が
起
こ
っ
た
の
で
す
。

　

こ
の
﹁
奇
策
﹂
に
つ
い
て
は
、
陽
性
者
の
急

増
で
、
11
月
１
日
予
告
の
住
民
投
票
が
危
う
く

な
っ
て
き
て
い
る
情
勢
の
下
で
、
情
勢
を
打
開

す
る
た
め
の
一
手
だ
と
い
う
評
価
が
巷
間
で
は

定
着
し
て
い
ま
す
。
大
阪
都
構
想
実
現
の
た
め

に
は
何
で
も
す
る
と
い
う
政
治
手
法
は
、
橋
下

徹
代
表
時
代
以
来
の
大
阪
維
新
の
会
の
常
套
手

段
で
す
。
雨
合
羽
や
大
阪
発
ワ
ク
チ
ン
騒
動
も

含
め
て
、
こ
の
﹁
奇
策
﹂
を
見
抜
く
人
た
ち
が

増
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
う
が
い
薬
騒
動
を
見
て
い
る
と
、
大

阪
都
構
想
と
同
質
の
問
題
が
あ
る
よ
う
に
思
え

ま
す
。
ど
ち
ら
も
、
科
学
的
根
拠
な
し
に
、
効

果
が
あ
る
と
宣
伝
し
、
そ
の
正
当
化
を
図
ろ
う

と
し
て
い
る
点
で
す
。
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
う
が
い
薬
の
副
作
用
と
同
じ
よ
う
に
、

大
阪
都
構
想
で
は
﹁
成
長
﹂
ど
こ
ろ
か
﹁
衰

退
﹂
の
危
機
が
待
ち
受
け
、
大
阪
市
民
も
府
民

も
決
し
て
幸
福
に
は
な
れ
な
い
危
険
の
方
が
大

き
い
と
い
う
副
作
用
が
起
こ
る
可
能
性
が
強
い

の
で
、
十
分
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
地
方
自
治
体
の

最
大
の
責
務
は
、
憲
法
と
地
方
自
治
法
に
あ
る

よ
う
に
、
住
民
の
生
存
権
や
幸
福
追
求
権
の
保

障
、
福
祉
の
向
上
に
あ
り
ま
す
。
小
論
で
は
、

11
月
実
施
予
定
の
住
民
投
票
で
提
案
さ
れ
よ
う

と
し
て
い
る
、
大
阪
市
の
解
体
と
４
つ
の
特
別

コ
ロ
ナ
禍
の
下
で
の
大
阪
市
解
体
は
、 

住
民
を
救
う
か

特 集

岡
田
知
弘

京
都
大
学
名
誉
教
授 

京
都
橘
大
学
教
授



3 おおさかの住民と自治　　２０２０年１０月号

特集●いま、大阪府市に問われるもの

区
へ
の
分
割
、
す
な
わ
ち
大
阪
都
構
想
が
、
果

た
し
て
住
民
の
た
め
に
な
る
も
な
の
か
ど
う
か

を
、
検
討
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ⅰ　
コ
ロ
ナ
禍
と
維
新
政
治

コ
ロ
ナ
禍
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
る
か

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
生
物
起

源
に
よ
る
人
の
命
や
健
康
の
大
規
模
な
棄
損
で

あ
り
、﹁
自
然
災
害
﹂
の
ひ
と
つ
と
し
て
と
ら

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
他
の
災
害

と
同
様
、
地
域
性
を
有
し
て
い
ま
す
。
感
染
す

る
の
は
あ
る
特
定
地
域
の
住
民
で
あ
り
、
そ
の

防
疫
、
療
養
の
た
め
に
は
当
該
地
域
の
自
治
体

が
、
住
民
の
生
活
の
維
持
と
と
も
に
大
き
な
役

割
を
果
た
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
感
染
症
災
害
は
、
社
会
的
側
面
を
も

つ
と
い
う
点
で
も
他
の
災
害
と
酷
似
し
て
い
ま

す
。
災
害
時
の
政
策
対
応
だ
け
で
な
く
、
そ
の

後
の
ケ
ア
、
生
活
・
営
業
再
建
を
ど
う
す
る
か

と
い
う
事
後
対
応
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
感
染

防
止
策
が
被
災
者
や
住
民
を
苦
し
め
る
こ
と
に

な
る
と
、﹁
人
災
﹂﹁
政
策
災
害
﹂
と
呼
ば
れ
る

こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。
た
だ
し
、
地
方
自
治

体
や
国
も
、
そ
れ
を
担
う
個
々
の
公
務
員
や
公

共
サ
ー
ビ
ス
労
働
者
が
い
な
け
れ
ば
、
有
効
に

対
応
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

問
題
は
、
現
在
、
国
や
地
方
自
治
体
が
、
こ

の
よ
う
な
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
に
十
分
な
対
応
力

を
も
っ
て
い
る
の
か
ど
う
か
で
す
。
国
に
つ
い

て
は
、
こ
の
半
年
間
で
、
安
倍
政
権
の
無
能
・

無
策
ぶ
り
が
明
ら
か
と
な
り
、
国
民
か
ら
強
い

批
判
を
浴
び
る
な
か
で
、
安
倍
首
相
は
﹁
病
状

悪
化
﹂
を
理
由
に
辞
任
表
明
せ
ざ
る
を
え
な
く

な
り
ま
し
た
︵
８
月
28
日
︶。

　

他
方
、
緊
急
事
態
宣
言
下
で
知
事
権
限
が
強

ま
る
中
で
、
全
国
で
最
も
注
目
さ
れ
た
の
は
、

吉
村
大
阪
府
知
事
で
し
た
。
政
府
や
小
池
東
京

都
知
事
の
動
き
を
意
識
し
、
い
ち
早
く
﹁
大
阪

モ
デ
ル
﹂
を
発
表
し
、
経
済
活
動
再
開
に
向
け

た
﹁
出
口
戦
略
﹂
を
マ
ス
コ
ミ
に
ア
ピ
ー
ル
し

た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

「
大
阪
モ
デ
ル
」後
の
感
染
者
の
増
加

　

し
か
し
、
５
月
５
日
の
﹁
大
阪
モ
デ
ル
﹂
で

採
用
さ
れ
た
、
３
指
標
に
つ
い
て
は
、
大
阪
府

の
専
門
家
会
議
座
長
を
務
め
た
朝
野
和
典
大
阪

大
学
教
授
自
身
が
﹁
サ
イ
エ
ン
ス
と
し
て
の
正

確
性
に
は
自
信
が
な
い
﹂
と
正
直
に
述
べ
た
代

物
で
し
た
︵
日
本
経
済
新
聞
、
５
月
６
日
付
︶。

こ
の
﹁
モ
デ
ル
﹂
の
指
標
は
、
そ
の
後
も
変
更

さ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
も
知
事
の
政
治
判
断
が
色

濃
く
反
映
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

経
済
活
動
の
再
開
と
と
も
に
、
感
染
確
認
者

が
再
び
増
加
し
ま
し
た
。
表
１
は
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
陽
性
者
数
と
死
亡
者
数
を
、
東
京
都
及
び
愛

知
県
と
比
較
し

た
も
の
で
す
。

人
口
構
成
比
と

比
較
す
る
と
、

東
京
都
へ
の
陽

性
者
数
及
び
死

亡
者
数
の
集
中

︵
約
３
分
の
１
︶

の
激
し
さ
が
わ

か
り
ま
す
。
次

い
で
多
い
の
が

大
阪
府
で
あ

り
、
人
口
比
を

陽
性
者
数
及
び

死
亡
者
数
比
率

が
上
回
っ
て
い

る
こ
と
が
確
認

で
き
ま
す
。

　

し
か
も
、
直

近
の
検
査
・
医
療
体
制
を
表
２
で
見
る
と
、
大

阪
府
の
人
口
千
人
当
た
り
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
数
は
全

国
平
均
を
上
回
る
も
の
の
、
東
京
都
を
下
回
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
陽
性
率
や
市
中
感
染
度
が

高
く
、
感
染
者
の
捕
捉
が
立
ち
遅
れ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
人
口
10
万
人
当
り
の
療
養
者

数
も
ス
テ
ー
ジ
Ⅲ
と
Ⅳ
の
間
に
あ
る
だ
け
で
な

く
、
重
症
患
者
確
保
病
床
使
用
率
も
東
京
都
や

愛
知
県
を
上
回
っ
て
お
り
、
他
の
大
都
市
圏
の

表１　新型コロナウイルスPCR検査陽性者数及び死亡者数
実　数 構成比 人口構成比

1月1日陽性者数 死亡者数 陽性者数 死亡者数
全国計 44,621 1,038 100.0% 100.0% 100.0%
東京都 15,107 333 33.9% 32.1% 10.8%
愛知県 2,675 37 6.0% 3.6% 4.2%
大阪府 5,396 95 12.1% 9.2% 6.9%

2020年8月7日現在。� 資料：厚生労働省発表データ
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都
県
と
比
べ
て
検
査
・
医
療
体
制
が
逼
迫
し
て

き
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
問
題
な
の
は
、
政
府
及
び
大
阪
府
と

も
、
感
染
状
況
の
把
握
を
大
阪
府
合
計
で
と
ら

え
て
い
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
で
は
、
感
染
度
合

い
の
地
理
的
不
均
等
性
を
詳
細
に
知
る
こ
と
が

で
き
ず
、
住
民
の
生
活
や
仕
事
の
参
考
に
は
な

り
ま
せ
ん
。
大
阪
府
内
の
感
染
状
況
デ
ー
タ
を

市
町
村
別
に
見
る
と
、
大
阪
市
に
半
数
が
集
中

す
る
一
方
、
北
部
や
南
部
の
市
町
村
で
は
陽
性

者
が
極
め
て
少
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
府

一
本
の
施
策
が
い
か
に
粗
い
か
が
わ
か
り
ま

す
。
せ
め
て
二
次
医
療
圏
や
通
勤
圏
単
位
で
感

染
確
認
者
数
、
陽
性
者
数
の
発
生
・
拡
大
・
収

束
状
況
を
正
確
に
把
握
し
て
、
住
民
に
知
ら
せ

た
り
、
自
治
体
の
政
策
決
定
に
活
用
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

社
会
的
被
害
の
拡
大

　

政
府
が
、﹁
緊
急
事
態
宣
言
﹂
を
発
出
し
、

﹁
補
償
な
き
休
業
要
請
﹂
を
行
う
な
か
で
、
中

小
企
業
を
中
心
に
経
営
や
雇
用
を
維
持
す
る
こ

と
が
困
難
に
な
り
ま
し
た
。
吉
村
知
事
は
、
い

ち
早
く
上
限
１
０
０
万
円
の
﹁
休
業
要
請
支
援

金
制
度
﹂
を
開
始
す
る
と
宣
言
し
ま
し
た
が
、

支
給
さ
れ
た
の
は
、
６
月
に
入
っ
て
も
申
請
企

業
数
の
２
割
に
留
ま
り
ま
し
た
︵Yahoo

ニ
ュ

ー
ス
、
２
０
２
０
年
６
月
９
日
︶。
政
府
に
よ

る
持
続
化
給
付
金
制
度
の
運
用
も
大
幅
に
遅
れ

る
中
で
、
中
小
企
業
の
手
元
に
行
き
わ
た
る
ま

で
、
多
く
の
時
間
を
要
し
ま
し
た
。
ま
た
、
政

府
が
４
月
７
日
に
決
定
し
た
、
一
人
10
万
円
の

特
別
定
額
給
付
金
の
給
付
も
、
大
阪
市
は
全
国

の
政
令
市
の
な
か
で
最
も
遅
れ
、
６
月
下
旬
時

点
で
３
％
台
に
留
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
大
阪
府
・
市
の
政
策
対
応
の
ま
ず

さ
も
加
わ
っ
て
、
二
次
被
害
が
広
が
り
ま
し

た
。
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
が
集
計
し
て
い
る
コ

ロ
ナ
関
連
倒
産
件
数
は
、
８
月
13
日
時
点
で
全

国
４
３
５
社
に
達
し
、
最
も
多
い
の
が
東
京
都

の
１
０
７
社
で
し
た
。
大
阪
府
は
そ
れ
に
次
ぐ

44
社
で
あ
り
、
比
率
で
み
る
と
１
割
を
超
え
ま

し
た
。
中
小
企
業
を
中
心
に
倒
産
、
廃
業
、
休

業
が
増
加
す
る
と
と
も
に
、
休
業
者
や
失
業
者

も
増
え
て
い
ま
す
。
図
１
は
、
大
阪
府
内
の
事

業
主
都
合
に
よ
る
離
職
者
の
推
移
を
示
し
て
い

ま
す
。
対
前
年
同
月
比
で
み
る
と
、
５
月
に
入

る
と
一
気
に
１
０
７
％
増
と
な
り
、
６
月
も
70

％
近
く
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、

そ
の
数
は
増
え
る
と
推
察
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
生
活
保
護
申
請
者
が
急
増
し
て
い

ま
す
。﹃
読
売
新
聞
﹄
５
月
31
日
付
に
よ
れ
ば
、

４
月
時
点
で
、
大
阪
市
で
は
対
前
年
同
月
比
37

％
増
の
申
請
が
な
さ
れ
、
そ
の
件
数
は
１
２
０

０
件
を
優
に
超
え
、
政
令
市
で
ト
ッ
プ
に
な
っ

て
い
ま
す
。
今
後
、
生
活
保
障
問
題
が
深
刻
に

な
る
こ
と
は
確
実
で
あ
り
、
そ
の
対
応
が
急
が

れ
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

防
疫
・
医
療
体
制
の
再
構
築
と
併
せ
て
、
二

次
被
害
と
も
い
え
る
産
業
・
生
活
破
壊
に
対
す

る
き
め
細
か
な
政
策
を
地
道
に
す
す
め
る
時
機

で
す
が
、
現
在
、
大
阪
府
・
大
阪
市
と
も
、
ト

表２　主要都府県の検査・医療供給状況

人口千人当り
PCR検査数

（8月2日まで）

陽性率 ％
（8月2日まで
の1週間）

感染経路不明
な者の割合 ％

（7月31日まで
の1週間）

人 口10万 人
当り療養者数

（8月4日時点）

重症患者確保
病床使用率 ％

（8月4日時点）

東京都 13.7 7.0 59 23.4 6
愛知県 3.0 18.5 57 20.7 12
大阪府 8.6 11.1 67 17.1 14

全国平均 5.7 6.7 52 9.3 4
ステージⅢ ー 10 50 15 25
ステージⅣ ー 10 50 25 ー
注：分科会では、ステージⅢは「急増」及びⅣは「爆発」状況としている。
資料：「新型コロナウイルス感染症対策分科会（第５回）」（2020年8月7日）会議資料から作成
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特集●いま、大阪府市に問われるもの

ッ
プ
は
大
阪
都
構
想
を
め
ぐ
る
住
民
投
票
に
力

点
を
置
い
た
姿
勢
を
と
り
続
け
て
い
ま
す
。
そ

れ
で
、
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

Ⅱ　
大
阪
都
構
想
・
特
別
区
構
想
で
大

阪
は「
成
長
を
加
速
」さ
せ
る
か

維
新
政
治
の
な
か
で「
成
長
」も
し
て
い
な
い
大
阪

　

で
は
、
な
ぜ
、
こ
の
局
面
で
、﹁
大
阪
都
﹂
構

想
を
優
先
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

大
阪
市
の
﹁
な
ぜ
特
別
区
制
度
が
必
要
な
の
か
﹂

と
題
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
︵https://w

w
w

.

city.osaka.lg
.jp

/fu
ku

sh
u

tosu
ish

in
/

page/0000427538.htm
l

︶に
よ
る
と
、11
月
に

再
度
住
民
投
票
に
か
け
る
予
定
の
﹁
大
阪
都
﹂

構
想
は
、﹁
特
別
区
制
度
﹂
と
表
現
さ
れ
る
も

の
で
、﹁
大
阪
府
・
大
阪
市
を
再
編
し
て
、
広

域
行
政
は
府
に
一
元
化
し
、
基
礎
自
治
行
政
は

大
阪
市
を
な
く
し
て
４
つ
の
基
礎
自
治
体
︵
特

別
区
︶
を
設
置
す
る
も
の
﹂
と
定
義
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、﹁
今
後
、
こ
の
成
長
の
流
れ

を
止
め
る
こ
と
な
く
、
ま
た
、
そ
の
成
長
し
た

果
実
を
住
民
の
皆
さ
ん
に
還
元
し
て
い
く
た
め

に
は
、
大
阪
の
成
長
を
よ
り
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
進

め
る
体
制
づ
く
り
と
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
身
近

な
こ
と
は
身
近
で
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組

み
づ
く
り
﹂
を
め
ざ
す
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

け
れ
ど
も
、
２
０
０
８
年
に
橋
下
徹
が
大
阪

府
知
事
に
就
任
し
て
以
来
、
大
阪
府
・
大
阪
市

と
も
、﹁
成
長
﹂
し
て
い
る
か
と
い
え
ば
、
中

山
徹
奈
良
女
子
大
学
教
授
が
指
摘
し
て
い
る
よ

う
に
、
そ
の
よ
う
な
事
実
は
あ
り
ま
せ
ん
︵
中

山
徹
﹁
大
阪
都
構
想
・
カ
ジ
ノ
へ
の
対
案
﹂
大

阪
自
治
体
問
題
研
究
所
編
﹃﹁
都
構
想
﹂
で
大

阪
市
は
な
く
な
り
ま
す
﹄
２
０
２
０
年
︶。

　

ち
な
み
に
、
維
新
政
治
が
始
ま
る
２
０
０
７

年
度
と
２
０
１
６
年
度
ま
で
の
大
阪
の
府
内
総

生
産
と
府
民
所
得
の
動
向
を
内
閣
府
の
﹁
県
民

経
済
計
算
﹂
か
ら
算
出
す
る
と
、
府
内
総
生
産

は
マ
イ
ナ
ス
２
・
４
％
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
大

阪
府
内
の
企
業
や
個
人
に
再
分
配
さ
れ
る
府
民

所
得
は
、
マ
イ
ナ
ス
５
・
７
％
の
減
少
と
な
っ

て
い
ま
す
。
府
民
所
得
は
、
雇
用
者
報
酬
と
財

産
所
得
、
企
業
所
得
に
分
け
ら
れ
ま
す
が
、
増

え
て
い
る
の
は
雇
用
者
報
酬
の
プ
ラ
ス
１
・
３

％
だ
け
で
す
。
し
か
も
、
役
員
報
酬
を
除
く
賃

金
・
俸
給
部
分
は
、
わ
ず
か
０
・
２
％
増
に
す

ぎ
ま
せ
ん
。
民
間
法
人
企
業
所
得
は
マ
イ
ナ
ス

22
・
２
％
減
、
個
人
企
業
所
得
は
マ
イ
ナ
ス
３

・
２
％
と
、
府
内
の
中
堅
・
中
小
企
業
、
個
人

企
業
所
得
と
も
に
減
少
し
て
い
る
の
で
す
。

大
阪
都
構
想
で
開
発
財
源
を
集
中
し
て
カ
ジ
ノ

誘
致
・
万
博
会
場
整
備
資
金
に

　

と
こ
ろ
が
、
大
阪
都
構
想
を
推
進
す
る
大
阪

市
副
首
都
推
進
局
は
、
以
上
の
よ
う
な
事
態
に

陥
っ
た
原
因
の
究
明
を
行
う
こ
と
も
な
く
、
大

阪
府
と
大
阪
市
が
統
合
し
て
﹁
一
つ
の
司
令

塔
﹂
を
も
て
ば
、
リ
ニ
ア
や
鉄
道
・
高
速
道
路

網
が
整
備
さ
れ
、
大
阪
万
博
や
統
合
リ
ゾ
ー
ト

︵
Ｉ
Ｒ
︶
を
実
現
す
る
こ
と
で
、
一
層
の
経
済

成
長
が
で
き
る
と
い
う
絵
を
描
い
て
い
ま
す
。

　

維
新
の
会
が
大
阪
都
構
想
の
実
現
を
急
ぐ
理

由
は
、
上
記
の
大
規
模
開
発
の
た
め
の
資
金
確

保
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
森
裕
之
立
命
館

図１　大阪府内の事業主都合離職者数の推移

資料：大阪労働局「労働市場月報」2020年8月号

（人）
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大
学
教
授
が
、
た
び
た
び
指
摘
し
て
い
る
よ
う

に
、
大
阪
府
と
大
阪
市
が
統
合
し
て
も
、
国
か

ら
の
地
方
交
付
税
が
増
え
る
わ
け
で
は
な
く
、

大
阪
市
を
廃
止
し
４
特
別
区
に
す
る
こ
と
で
従

来
の
大
阪
市
の
財
源
の
23
％
が
、
大
阪
府
の
開

発
財
源
に
移
る
だ
け
で
す
。
そ
れ
だ
け
、
大
阪

市
民
の
本
来
受
け
取
る
べ
き
財
源
が
減
額
さ
れ

る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
︵
森
裕
之
﹁﹃
大

阪
都
構
想
﹄
の
財
源
問
題
﹂
大
阪
自
治
体
問
題

研
究
所
﹃
前
掲
書
﹄︶。

　

し
か
も
、
開
発
財
源
が
一
本
化
さ
れ
る
こ
と

で
、
リ
ニ
ア
新
幹
線
や
、
万
博
会
場
の
整
備
な

り
、
統
合
リ
ゾ
ー
ト
の
誘
致
の
た
め
の
財
源
が

確
保
で
き
た
と
し
て
も
、
そ
の
経
済
的
便
益
が

大
阪
府
内
企
業
に
循
環
す
る
可
能
性
は
ほ
と
ん

ど
な
い
と
い
え
ま
す
。
し
か
も
、
コ
ロ
ナ
禍
で

国
際
的
リ
ゾ
ー
ト
資
本
も
経
営
が
悪
化
す
る
だ

け
で
な
く
、
期
待
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
客
の

回
帰
は
、
見
通
し
す
ら
つ
か
な
い
状
況
で
す
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
特
別
区
制
度
の
財
源
見
通

し
の
見
直
し
を
迫
ら
れ
た
大
阪
市
は
、
コ
ロ
ナ

禍
で
の
支
出
増
・
税
収
減
の
足
元
の
財
政
状
況

を
見
る
こ
と
な
く
、
コ
ロ
ナ
前
と
同
じ
前
提
の

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果
を
出
し
て
き
て
い
ま

す
。
こ
こ
に
も
、
大
き
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。

ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
に
群
が
る
企
業
群

　

万
博
予
定
地
の
夢
洲
地
区
で
構
想
さ
れ
て
い

る
も
う
一
つ
の
事
業
が
あ
り
ま
す
。
大
阪
ス
ー

パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
で
す
。
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構

想
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
通
常
国
会
の
な
か
で
、
財

界
の
意
向
に
よ
っ
て
成
立
し
た
改
正
国
家
戦
略

特
区
法
に
基
づ
く
事
業
で
す
。
あ
る
地
区
内
で
の

行
政
が
も
っ
て
い
る
医
療
、
福
祉
、
教
育
、
住
民

票
等
の
個
人
情
報
や
民
間
企
業
の
有
す
る
、
交

通
、
通
信
、
買
い
物
等
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
民

間
企
業
の
収
益
活
動
に
提
供
す
る
と
い
う
事
業

で
あ
り
、
住
民
の
個
人
情
報
の
侵
害
が
危
惧
さ

れ
る
も
の
で
す
。
こ
れ
も
、
住
民
投
票
に
よ
っ

て
﹁
合
意
﹂
を
諮
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
単
位
が
特
別
区
な
の
か
、
あ
る
い
は
大
阪
府

な
の
か
も
ま
だ
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
大
阪
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
に
は
、
外

資
系
情
報
企
業
や
、広
告
、自
動
車
、旅
行
、運

輸
、医
療
、建
設
、リ
ー
ス
等
に
関
わ
る
東
京
本

社
系
企
業
が
関
心
を
寄
せ
て
お
り
、実
際
、
２

０
２
０
年
に
開
催
さ
れ
た
大
阪
ス
ー
パ
ー
シ
テ

ィ
・
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
は
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
系
企
業
が

主
催
し
、上
記
の
企
業
が
名
を
連
ね
て
い
ま
す

︵https://w
w

w
.supercitysm

artcity.com
/

︶。

　

仮
に
万
博
や
Ｉ
Ｒ
カ
ジ
ノ
が
実
現
し
た
と
し

て
も
、
そ
の
利
益
は
、
府
民
に
行
き
わ
た
る
ど

こ
ろ
か
、
関
西
空
港
の
二
の
舞
と
な
っ
て
、
府

外
へ
の
富
の
流
出
と
住
民
負
担
の
増
大
に
つ
な

が
る
可
能
性
の
方
が
大
き
い
と
い
え
ま
す
︵
岡

田
知
弘
﹃
地
域
づ
く
り
の
経
済
学
入
門
﹄
増
補

改
訂
版
、
２
０
２
０
年
、
第
５
章
参
照
︶。

Ⅲ　

�

な
ぜ
、
住
民
の
安
全
も
暮
ら
し

も
守
れ
な
い
の
か

コ
ロ
ナ
禍
が
炙
り
出
し
た
維
新
政
治
の
負
の
遺
産

　

維
新
の
会
は
、
大
阪
府
と
市
を
合
体
す
る
こ

と
で
﹁
さ
ら
な
る
経
済
成
長
﹂
を
達
成
す
る
と

し
て
、
徹
底
し
た
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
解
体
と
市

場
化
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
は
、

そ
の
新
自
由
主
義
的
な
改
革
の
帰
結
を
炙
り
出

し
た
と
言
え
ま
す
。

　

そ
の
代
表
例
が
、
公
衆
衛
生
・
公
立
病
院
分

野
に
お
け
る
維
新
政
治
に
よ
る
行
政
改
革
で
あ

る
。
と
り
わ
け
橋
下
徹
元
知
事
自
身
が
﹁
僕
が

今
更
言
う
の
も
お
か
し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
大

阪
府
知
事
時
代
、
大
阪
市
長
時
代
に
徹
底
的
な

改
革
を
断
行
し
、
有
事
の
今
、
現
場
を
疲
弊
さ

せ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
保
健

所
、
府
立
市
立
病
院
な
ど
。
そ
こ
は
、
お
手
数

を
お
か
け
し
ま
す
が
見
直
し
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
﹂
と
し
た
う
え
で
、﹁
有
事
の
際
の

切
り
替
え
プ
ラ
ン
を
用
意
し
て
い
な
か
っ
た
こ

と
は
考
え
が
足
り
ま
せ
ん
で
し
た
﹂
と
４
月
３

日
の
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
反
省
の
弁
を
書
い
て
い
る

の
で
す
。

　

国
の
特
別
定
額
給
付
金
の
給
付
が
大
阪
市
で

著
し
く
立
ち
遅
れ
た
主
因
の
ひ
と
つ
も
、
市
場
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特集●いま、大阪府市に問われるもの

化
を
進
め
た
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
大
阪
市

は
、
給
付
業
務
を
凸
版
印
刷
と
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
ジ
ョ

イ
ン
ト
ベ
ン
チ
ャ
ー
に
委
託
す
る
手
法
を
採
り

ま
し
た
。
そ
の
事
務
セ
ン
タ
ー
の
業
務
が
電
源

容
量
不
足
で
滞
っ
た
こ
と
が
原
因
で
し
た
︵
日

経
Ｘ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｈ
２
０
２
０
年
７
月
21
日
配
信
記

事
︶。
ち
な
み
に
、
凸
版
印
刷
と
Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
、

ど
ち
ら
も
前
述
し
た
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
・
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
に
深
く
関
与
し
て
い
る
東
京
系
企

業
で
す
。
大
阪
府
で
も
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
市

場
化
を
早
く
か
ら
推
進
し
、
徴
税
業
務
や
図
書

館
業
務
を
府
外
大
手
企
業
に
発
注
し
て
き
ま
し

た
。
正
規
の
公
務
労
働
者
が
減
る
一
方
、
所
得

の
府
外
移
転
が
促
進
さ
れ
た
う
え
、
公
共
サ
ー

ビ
ス
の
安
定
的
な
提
供
に
支
障
を
き
た
す
事
態

を
招
来
し
た
の
で
す
。

地
域
産
業
と
く
ら
し
の
底
割
れ

　

ま
た
、
大
阪
市
内
の
産
業
と
く
ら
し
を
担
う

事
業
所
数
の
推
移
︵
２
０
０
９
～
16
年
︶
を

﹁
経
済
セ
ン
サ
ス
﹂
で
追
う
と
、
従
業
者
数
３

０
０
人
以
上
の
最
大
規
模
の
事
業
所
数
を
除
い

て
、
小
規
模
企
業
ほ
ど
事
業
所
数
及
び
従
業
者

数
の
減
少
が
大
き
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ

れ
は
、
橋
下
知
事
時
代
の
大
阪
府
の
行
財
政
改

革
に
よ
っ
て
、
中
小
企
業
向
け
の
制
度
融
資
預

託
金
が
大
幅
削
減
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
加
速

し
た
と
い
え
ま
す
。
維
新
の
会
の
考
え
方
は
、

主
観
的
に
﹁
成
長
企
業
﹂
で
あ
る
と
判
断
し
た

企
業
を
育
成
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、

大
阪
の
地
域
経
済
は
底
割
れ
状
態
に
陥
っ
て
い

る
と
い
え
ま
す
。

　

大
阪
経
済
が
近
年
落
ち
込
ん
で
き
て
い
る
要

因
の
一
つ
は
、
２
０
０
０
年
代
初
頭
の
金
融
ビ

ッ
グ
バ
ン
に
よ
っ
て
、
在
阪
系
の
住
友
・
三
和

両
企
業
集
団
の
本
社
機
能
が
東
京
に
移
転
し
た

こ
と
に
あ
り
ま
す
。
地
域
内
再
投
資
力
の
一
指

標
と
も
な
る
銀
行
の
貸
付
残
高
は
、
２
０
０
０

年
３
月
末
か
ら
19
年
３
月
末
ま
で
に
、
東
京
都

で
27
兆
円
増
え
る
一
方
で
、
大
阪
府
で
は
15
兆

円
も
減
少
し
、
全
国
最
悪
の
数
字
に
な
り
ま
し

た
︵
岡
田
﹃
前
掲
書
﹄
第
10
章
参
照
︶。
大
阪
府

や
大
阪
市
が
、
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
行
財
政

支
出
を
投
入
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
府
民
や
市
民

の
貴
重
な
財
源
の
府
外
流
出
が
促
進
さ
れ
、
住

民
生
活
を
支
え
る
中
小
企
業
だ
け
で
な
く
、
在

阪
の
中
堅
企
業
の
発
展
も
困
難
に
な
る
と
い
え

ま
す
。

お
わ
り
に 

大
阪
市
・
大
阪
府
を
住
民
の
も
の
に

　

今
回
の
大
阪
都
構
想
制
度
案
で
は
、
４
特
別

区
制
度
の
下
に
現
区
役
所
ご
と
の
地
域
自
治
組

織
の
設
置
が
盛
り
込
ま
れ
、
住
民
の
声
を
反
映

す
る
か
の
よ
う
な
宣
伝
も
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
も
と
も
と
特
別
区
の
事
務
事
業
や
新
地

域
自
治
組
織
の
事
務
区
分
を
見
る
と
、
そ
の
地

域
内
に
限
局
さ
れ
た
住
民
サ
ー
ビ
ス
と
な
っ
て

お
り
、
例
え
ば
現
行
の
大
阪
市
の
地
域
的
範
囲

で
の
地
域
産
業
振
興
施
策
は
想
定
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
ま
た
、
保
健
所
も
新
区
役
所
単
位
で
置

か
れ
る
構
想
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
で
は
、
住
民
の
い
の
ち
や
健
康
を
守
る

こ
と
も
、
在
阪
中
核
・
中
小
・
小
規
模
企
業
の

持
続
的
発
展
も
保
障
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
で

し
ょ
う
。
少
な
く
と
も
現
行
24
区
役
所
に
保
健

所
や
地
域
産
業
振
興
機
能
を
配
置
す
る
と
と
も

に
、
地
域
自
治
組
織
制
度
を
置
い
て
住
民
参
加

を
保
障
す
る
と
と
も
に
、
大
阪
市
が
区
役
所
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
補
完
す
る
機
能
を
果
た
す
方

が
、
は
る
か
に
住
民
く
ら
し
や
地
域
の
中
小
企

業
の
営
業
の
持
続
性
を
保
障
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
︵
こ
の
点
、
本
多
、
栗
本
論
文
も
参
照
︶。

　

憲
法
と
地
方
自
治
法
の
理
念
に
基
づ
く
な
ら

ば
、
今
必
要
な
の
は
、
そ
の
場
し
の
ぎ
の
﹁
う

が
い
薬
﹂
の
よ
う
な
﹁
奇
策
﹂
や
域
外
の
大
企

業
が
﹁
儲
け
る
自
治
体
﹂
づ
く
り
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
住
民
の
生
存
権
と
福
祉
の
向
上
を
め
ざ

す
自
治
体
本
来
の
あ
り
方
に
、
大
阪
府
・
市
政

を
取
り
戻
す
こ
と
こ
そ
、
必
要
に
な
っ
て
い
ま

す
。


